
ゴルフ市場活性化委員会主催

「２０１１ゴルフ市場活性化セミナー」

２０１５年問題を乗り切ろう
～フォローの風をみのがすな～

ニューカマーがゴルフ市場に着目した理由(ワケ)

～始めよう、続けよう、もっとゴルフを～



基 調 講 演

「マクロデータから見るゴルフ需要の現状 」

ゴルフ市場活性化委員会 マーケティング広報委員

山岸勝信

～始めよう、続けよう、もっとゴルフを～



■ゴルフ市場活性化委員会 ２０１１ジャパンゴルフフェアー セミナー 基調講演資料

●最近１０年間のゴルフ最終需要マクロデータ推移

※２０１０年は速報値ｏｒ推計値

－１ｐ－
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●日本経済の動向とゴルフ最終需要

－２ｐ－

ゴルフ需要は可処分所得に比例するゴルフ需要は可処分所得に比例する

① 低 成 長① 低 成 長

② 可処分所得低下② 可処分所得低下

③ コース入場者減少③ コース入場者減少

この連鎖から脱出するには？

２００４年以降の
入場者数増加は

シニア効果によるもの

２００４年以降の
入場者数増加は

シニア効果によるもの



●国・大規模調査データと速報・レジャー白書データの対比
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２００９年レジャー白書では
ゴルフ人口回復しているが

国・大規模調査では
減少が続いている！

２００９年レジャー白書では
ゴルフ人口回復しているが

国・大規模調査では
減少が続いている！

－追加資料－
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●ゴルフ需要基本公理と各項の推移

最終ゴルフ需要実績データは重要だが、その傾向からは構造変化や将来予測は不可能である。
最終需要を「ゴルフ需要基本公理」に因数分解し、各項の動向を分析する必要がある。

対象人口
対象人口

参加率
参加率

ゴルフ人口
ゴルフ人口

活動率
活動率

最終需要
最終需要× ×= =

プレー回数
買換サイクル

－３ｐ－
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●２００５年を基準とする２０１０年ゴルフ需要理論予測値と実績

シニア効果

※２０１５年以降
シニア効果消滅

コース入場者数
（ＮＧＫ）

練習場入場者数
（ゴルフ経営研究所）

ゴルフ人口
（社会生活基本調査）

コース人口
（レジャー白書）

練習場人口
（レジャー白書）

ゴルフ人口
理論予測

コース・練習場入場者数
理論予測

２００５年
社会生活基本調査

県別・年齢別
参加率

２００５年
社会生活基本調査

県別・年齢別
参加率

２００５～２０２５年
社会保障・人口問題研究所

県別・年齢別
将来人口予測

２００５～２０２５年
社会保障・人口問題研究所

県別・年齢別
将来人口予測

２００５年
社会生活基本調査

県別・年齢別
活動率

２００５年
社会生活基本調査

県別・年齢別
活動率

●理論計算式

将
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×

×

２００５年→２０１０年のゴルフ需要実績値変化は
理論予測値の傾向（ゴルフ人口減少・入場者数増加）と合致する。

２０１１年以降はゴルフ人口、入場者数ともに減少する可能性が高い。
－４ｐ－
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●２０１５年ゴルフ需要減少量予測
・ゴルフ参加率将来低下量の設定（ケースＢ）
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クラブセット普及率変化

（全国消費実態調査）

2001・2006
ゴルフ行動者率変化

（社会生活基本調査）

・２０１５年ゴルフ需要減少量予測

（Ａ）

（Ｂ）

（Ｂ）

（Ａ､Ｂ平均）

２００４～２００９は
参加率の低下が
スローダウンした。

２００４～２００９は
参加率の低下が
スローダウンした。

－５ｐ－
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●活性化のポイントはどこか？

・２０１５年 ゴルフ人口 性別年齢別構成（ケースＡの場合）

ジュニア
ジュニア

４０歳未満
４０歳未満

シニア
シニア

ジュニア
ジュニア

４０歳未満
４０歳未満

シニア
シニア

ジュニア
ジュニア

すべての年齢ゾーンで活動率が上昇するためには経済成長と家計可処分所得の増加が必要であろう。 －６ｐ－
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■活性化ポイント① “ジュニア”

●在学ゴルファー数

２００１年・２００６年社会生活基本調査

ジュニア人口は増加どころか、むしろ減少している

●在学ゴルファー人口推移●在学ゴルファー参加率推移

－７ｐ－



●単身世帯 ●二人以上の世帯

●４０歳未満世代のゴルフ参加率変化

１９９９～２００９年全国消費実態調査 クラブセット普及率 世帯主の年齢による集計

４０歳未満の若い世代のゴルフ参加率も減少している。

■活性化ポイント② “４０歳未満の若い世代”

■ゴルフ市場活性化委員会 ２０１１ジャパンゴルフフェアー セミナー 基調講演資料

－８ｐ－
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■活性化ポイント③ “女性”

●女性年齢別ゴルフ参加率変化

総務省・社会生活基本調査ゴルフ行動者率

６０～６４歳、７０歳以上以外の世代はすべて参加率が減少している。

石川県女性ゴルファー
●人口比率：９．９％（全国３３．６％）

■平日入場者比率：１０．２％
■土曜日入場者比率：７．６％

－９ｐ－
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■活性化ポイント④ “シニア”

●石川県ゴルフ場入場者の性別・年齢構成比

６０歳以上
●人口比率：１１．０％

■平日入場者比率：４１．０％
■土曜日入場者比率：２４．７％

活動的なシニアによるゴルフ需要拡大は、すでに最盛期にある。
２０１５年以降は減少・消滅する。

－１０ｐ－


